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［四つのテスト］1. 真実かどうか 2. みんなに公平か 3. 好意と友情を深めるか 4. みんなのためになるかどうか
●例会日／金曜日〈12：30～13：30〉
●例会場／ホテル日航ノースランド帯広
●事務局／帯広市西3条南9丁目 帯広経済センタービル4F
　　　　　　　　　　　　　　     TEL 0155－25－7347

■点　鐘
■ロータリーソング（奉仕の理想）
■会長挨拶

木戸　辰浩　会長

木戸　辰浩　会長
　皆様、こんにちは。
　お盆明けの例会になっております。皆さまどの
ように過ごししたかと考えております。また、私
はお盆は何とリハビリ等をやっていました。
　またですね。前回の例会で皆さんにネクタイを

お配りしたと思います。今後、ピンクのネクタイからグリー
ンネクタイに変えてもらい、有意義に使ってほしいなって思
います。
　また、大会・イベントそういうものにも皆さんの趣味にも
一丸となって盛り上げていきたいなと思っております。それ
とネクタイ、もし当たってない方は遠慮なく幹事もしくは私
でも言ってもらえばいいかなと思います。
　さて、先週は会員増強月間で会員増強の話をしましたが継
続して今回はクラブ運営について少しお話をしたいと思いま
す。
　また、今日はうちの細川パストガバナーに卓話をしていた
だけるということで大変嬉しく思っております。
　クラブ運営については「会員一人一人の向上」と「会員の
事業の向上」をもたらすクラブ運営に取り込む、すなわちロ
ータリーで価値ある様々なことを学び有意義な幾多の体験を
積むにつれて自らを自律し、奉仕を実践・友愛に満ちた真の
ロータリアンに成長していくこと。また、他クラブや会員の
現状を正しく把握し、道改善すれば理想的なクラブに発展す
るか普段から考えるよう強く求めたいなと思います。もちろ
ん当クラブの毎月の理事会では予算や準備・役割分担などに
ついての具体的な協議をしていますがプログラムそのものが
有意義であることはもちろん、なるべく多くの会員が一体感
を感じられるような企画であることを考え、皆様方にとって
も誰もが忙しい中、時間をやりくりして例会に参加している
ことそれは食事だけではなく例会に身を置きたいと思う何か
があると思います。
　今後は価値と魅力に満ちた例会の重要性を強調していきま
しょう。
　今の状況では理事会で協議した結果、来週は中止というこ
とで残念でございます。今月はこれで例会終わりですが9月か
らまた皆さん、よろしくお願いいたします。以上で会長挨拶
にします。ありがとうございます。
■会務報告　　　　　　　 　  　　　　　  及川　　悟　幹事
帯広北ＲＣ、８月２６日（金）の例会は、休会と致します。
　７月末の青少年インターアクトの件で湘南の清掃、隅田川
の清掃でお世話になりましたとのことで藤澤ロータリークラ
ブ・東京東ロータリークラブよりお礼と今後とも宜しくお願
いしますとの文章が届いております。
西ロータリークラブの周年ご案内
道立美術館より秋の武蔵の展覧会のご案内
■ニコニコボックスの発表　　  　　　　福田　和彦　副会長
◆本日の担当例会、よろしくお願いします。
　高田　義久　会員

　

■プログラム　　　　  　　　 　　　  高田　会員増強委員長
【会員卓話】

第１地域ロータリー財団地域コーディネーター補佐
（ARRFC） 

第１地域恒久基金・大口寄付アドバイザー（E/MGA）
　パストガバナー　細川　吉博　会員

　皆さん、こんにちは。
　今日は会員増強ということで、まず皆さんと一
緒に考えていただきたいのは、なんで会員増強も
しくは脱会防止いうのが必要なのかなと言うこと

を是非考えていただければと思います。
　まあ、ロータリーというのは、会員はそのままいれば当然
高齢化致します。いろいろな企業でご自身でやってる方もい
らっしゃれば、勤務されている方もいらっしゃいますけれど
も、いずれは経営の第一線からの引退そういうことも当然起
こってくるわけであります、いろいろ他の状況、健康的な状
況とか、色々な問題があるかもしれませんけれども、そうい
った中で当然会員の数というのは継承して行きます、置いと
けば必ず今のままでは減るということ。ただ減ったらどうな
るんだろうかと言うことですけれども、私たち北ロータリー
クラブとしていろんな親睦活動、プロジェクトをやっており
ますけれども、そのことを自体が開催する事が厳しくなると
いうことです。まあ、例えば皆さんも副幹事とか、いろいろ
地区に行ってみたときに思うと思いますけれども、４・５人
で頑張ってるクラブもあれば、１０・１３人で頑張っている
ところもあります、それはそれで頑張っていますけれども、
やはりその中でのいろんなプロジェクトをやろうということ
になれば、当然制限もあるし、大きなこともできないと言う
ような形になろうかというふうに思います。大きなことをや
るだけがいいわけでは無いですけれども、例えば周年記念一
つとってもやはりクラブのメンバーがいるからこそ、それだ
けの予算を取ってやれることがあるのかなというふうに思い
ます。そういう意味で、私たちはクラブの基盤の強化という
ものが必要なんじゃないかなと思います。
　日本のロータリークラブでは50歳以上という意味で言いま
すと、84%から50歳以上です。まあ当然JC・40歳で終わって
からくる方、商工会議所青年部で50数歳ぐらいまでやってく
る方、いろんな方いらっしゃいますけれども、84%ほとんど
のかたが、50歳以上がロータリーの現状であると言うことで、
するとこれはちょっとあの日本のロータリーの特別なんです
けれども日本のロータリークラブが90%はいつ例会をやって
るんだろうかというと昼ごはん時なんですね。まあ、この時
間です。世界ではだいたい昼は1/3ぐらいで、ほとんどがです
ね。39%、一番多いのは夜の7時以降、多分食事が終わって集
まるというのも、まぁそのがその数としては30%ぐらいの間
にきます。もちろん、日本でもモーニングとして朝やるよう
なところもありますけれども、日本っていうのはほとんどク
ラブというのは予定の同じような形の中でやってきてるとい
うものがあるということです。で、もう一回、私たちロータ
リーの目的って何なんだろうかと言うことをしっかりと皆さ
んと考えていきたいと思います。
　私たちはまず「参加型の奉仕活動」をすると、つまり、例
えばお金だけを集めて報酬をするというだけではなくて、自
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分も参加する。それによって、自分の「人間的成長」。まあ伴
うというか、目指すそれとやはりそういう中でロータリーの
みならず、自分の会社もしくは地域社会の中での自分がリー
ダーシップをとっていけるようなかたちをとると言う「リー
ダーシップの開発」ということもあります。そして何よりも。
ロータリーのメンバー同士に、ある「生涯にわたる進歩友情」
というものも当然大切になってきます。で、そういった意味
で私たちはロータリーに参加する以上は、やはりしっかりと
私たちがロータリーに対しての目的意識とその度に出来れば
ロータリーに対する熱意というものが必要ではないかなと言
うふうに思います。まあ、多くの方々がもちろん、目的を持
ってしっかりとロータリー入っていらっしゃいますけれども、
案外新入会員として若く入られた方、誘われて入られた方の
中で、まあ結構1/3ぐらいの方は3年以内に退会するのが多い
ということが言われております。ということは、私たちロー
タリーに何を求めて？何をロータリーの自分の入って行く目
的とするかと言うことを、やはりしっかりと持ちながら参加
してこないとただ来ればご飯食べれる、来れば何かいいこと
あるかもしんないからおいでと言われロータリーの中で自分
は何をめざしていくのかということを本当はしっかりと考え
ていく必要があるのではないのかなと言うふうに思っており
ます。
　そういった中で、今年ジェニファージョーンズ会長です。
カナダの女性会長で初の会長と言われておりますけれども、
今年のテーマは「イマジン」ロータリーを創造しよう。イマ
ジンということであります。
　この方はいろんなところで言っていることがあります。そ
れは「多様性、公平さ、インクルージョンに関する声明」こ
れに対してかなりこのジェニファージョーンズ会長が強く声
明として言っております。どういうことなのかというと、こ
の会長がよく言うのはインクルージョン・包摂性とかいろい
ろな日本語の訳があるんですけれども、まあみんなを包み込
むようなものと言う風になっております。後でもまた出るん
ですけれども、まあ多様性と言いますと、例えばどういう事
が考えられるかと言いますと、このロータリーの中で例えば
外国人がいてもいいよねとか、例えば今うちも女性会員いら
っしゃいますけれども、クラブによっては女性かいが入らな
いとようなクラブはありますけども、女性会員も入りましょ
うとかですね。あとインクルージョンという意味で言います
とその人を包括的に、包み込んであげると言うようなものと
いうふうに考えていただければと思います。
　で、このインクルージョンというのは、ロータリーの会長
がインパクトロータリーというもののインパクトとロータリ
ーで何が重要なのかという重要性を高める。ということにあ
りますし、ええ、今日から会員基盤をこのことによって維持
できると、あとロータリーもクラブ運営の中での活気と成長
もたらすというふうに言われております。で今これって言い
ますと「DEI」といいます。「多様性・公平さ・インクルージョン」
　って言われても何のことなのかよく分からないなというふ
うに思われるかもしれないんですけれども、例えば想像して
いただきたいことは一つ、皆さんが男子パーティーをこれか
ら開きましょう。例えば今日、帯広のどっかでダンスパーテ
ィーやりましょう、でダンスパーティーにみなさん来てくだ
さいと誰でもいいです皆さん行きましょう集まりましょう、
ええ、どのような形でもあのダンス、踊れる曲も踊れない人と、
いいですよ、来てくださいって。多分、そこのところで多様
性であり、公平性であると思うんですね。でじゃあインクル
ージョンってなんなんだろうかといったらダンスパーティに
来てくださいではなくてダンスパーティーに来てダンスを踊
ってくださいっていうのは、インクルージョンと考えていた
だければいいと思います。つまり、多様性の連鎖っていうのは、
ある意味ではロータリークラブに来ませんか？と言うのは、
きっといろいろなメンバー構成とか公平性という意味でのロ
ータリーに参加してきてくださいという言葉があるんですけ
れども。現代に生きてもただ入れるあの人、誰だかよくわか
んないなんか話したこともないと言うことから、その人をど
う取り巻いていくのか？まあ今ダンスパーテイといえばどう
やって一緒にダンスを踊りましょうというのかと、いうこと
がインクルージョン風な考えDEIの一つの考え方として考え

ていただければありがたいというふうに思います。ロータリ
ー活動にDEIを取り入れるということですけれども、これは
ロータリーの適用と改革である。つまり、今までのロータリ
ーの考え方で、はこのことはできないだろうと、これをぜひ
皆さんで一緒に考えていければとジェニファー Eジョーンズ
会長はいっております。クラブにとって大切な事ということ
は皆さんなんでしょう？やはりクラブにいて、そのクラブの
例会、もしくはクラブの行事に一緒に参加することによって、
心地よいと誰もが心地よい思える環境を作るということ、そ
してお互いの会員に対する配慮をしっかりとして行くってい
うことではないのかなというふうに思っております。まあ、
なかなか皆さんもどうでしょう？ロータリーに入った時に最
初から。イケイケで入ってる人ってまあ多分そんなに居なか
ったんじゃないかなと、自分もそうですけれども最初の頃は
なかなかこう偉い人ばっかりのもんですから、いつ辞めよう
かと思ってた時期もたしかにあったんですけれども、なんか
そういう時に、例えば一言声をかけてもらうとか、何かとい
うことは、多分、自分にとってもロータリーのクラブに行け
る心地よさとか、いろいろな人間関係の配慮というものはき
っとあったんではないかなと言うふうに思います。ですから、
私たちはこれからもちろん新入会員を入れて行くということ
も大事ですけれども、会員になった仲間に対していかに配慮
して例会の中でのそのいることによる心地よさというものを
作れるということが会員増強・会員維持に一番大事なんでは
ないかなというふうに思います。それによってクラブとロー
タリーというものの中でも、その会員の体験に満足してもら
えるようなものができると言うことでありますし、そのこと
によって、私たちひとりひとりの会員がロータリー活動クラ
ブ活動に対して積極的に参加する元になると言うふうに思っ
ております。
　日本のロータリーは女性会員が少ないと言うふうに言われ
ております。また、先ほども言いましたように、若い世代の
会員も少ない。これはうちのクラブばっかりでなくて、日本
のロータリー全体について言えるというふうに思います。じ
ゃあ、なんでそういう風になるんだろうかとか色色考えるこ
とあります。例えば会費が高いんじゃないだろうかとか、固
定した例会さっきちょっと昼の時間で言いましたけれども、
昼、仕事が皆さん忙しい中で昼の時間なんか来れないよとい
う人もいるかもしれない。まあ、そういった中で例会の固定
したやり方というものが本当にあるんだろうかと言うことも
ロータリとして考えていく必要があると言うことですね。で、
このことについては？ずっといろいろな考え方がありまして、
例えばこの帯広北ロータリクラブが例えば、朝やるとかいう
夜やるっていう意味ではなくて、例えば今でしたら釧路北ロ
ータリークラブが衛星クラブを作ってやっています、釧路ロ
ータリークラブは75人ぐらい確かいるはずなんですけれども、
衛星クラブ創りまして32人入りました。これは会費は年間、
確か2万円が3万円ぐらいだと思います。月二回の例会です。
で夜にやります。いうことでまあ北クラブの人が北クラブな
んですけれども衛星クラブの人は衛星クラブとして同じよう
にロータリアンとしてやってきます。衛生クラブの会員は、
いわゆる親クラブというか。ええ協議会っていうのを作るん
ですけれども、協議会の中でで北ロータリーの昼間の例会で
すね。出ても良いし、まあそれ確か水曜日にプリンスホテル
でやってますけれども出てもいいし、衛星クラブとして月二
回の例会も出てもいいと言うような形でやるから、ですから、
例えばきたろうといくらが今後、若い人たち当グラブですね。
帯広北が若い人入れて新しい例外を作るその中に、例えば今、
仕事が忙しいけれども、衛星クラブだったら？できるよって
いう人が、例えばロータリーっていうのをやめるか続けるか
の二者択一の選択の中で、もう一つ衛星クラブという選択を
入れるというのもありなのかなというふうに思います。つま
り、ロータリーっていうのが、そういうふうな形で５・６年
前から柔軟性という形の中でかなり言われておりますけれど
も、そういうものがあります。
　後、もう一つは私たちもう一度考えてみたいのは女性会員
が少ない、また若い世代が少ないことに対して何か見えない
障壁というのがあるんではないだろうか？いうこともしっか
り考えていく必要があるんではないかなと言うふうに思いま



■次週のプログラム予定

■閉会宣言
■点鐘

■出席報告／窪田　篤弘　出席委員長

木戸　辰浩　会　長
〈木曜日〉足寄RC：足寄銀河ホール21
　　　　 清水RC：清水町中央公民館
　　　　 帯広西RC：北海道ホテル

　「休会」 会員数 計算に用いる
会　員　数

ホームクラブ
出 席 数 メークアップ 欠　席 出席率
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〈月曜日〉広尾RC：日高信金広尾支店
　　　　 帯広南RC：北海道ホテル
〈火曜日〉芽室RC：めむろーどセミナー
　　　　 帯広東RC：ホテル日航ノースランド

〈水曜日〉帯広RC：ホテル日航ノースランド
　　　　 上士幌RC：川村福祉会館
　　　　 音更RC：ハピオ木野

す。ちなみに女性会員っていうのは日本では？ 7%。2500地
区は、日本の地区の中で一番低くて5%です。世界女性会議は
24%という形で、特にこの2500地区、日本の中でも低いと言
うような状況であります。じゃあ、若い世代と女性会員を取
り込んでいくために取り込む為には、私たち何をして行った
らいいんだろうかということです。Ri理事会の目標といたし
ましては、女性会員数及びリーダー職に就く女性会員数を
2023年まで30%来年ですけれども、30%という形で言ってお
ります。まあ、なかなか厳しい数字ではありますけれども。
その中で私たちはじゃあどうしたらいいんだろうかと言うこ
とを考えた時に、ここに「DEI」これ、ちょっと最後にイン
クルージョン・包摂性という名前で、いろんなところで色々
な解釈がありますけれども、多様性があって公平であって、
そして包摂性とさっき書いてありましたけども、インクルー
ジョンがあるようなクラブ、そういうものをしっかりと作っ
ていけるクラブというものが、私たちは、このこれからのク
ラブの会員増強・維持に対して必要なんじゃないかなと言う
風に思います。
　確かに仕事の関係で今までの例えばJCとかはYEGとかいろ
いろな繋がりもありますけれども、まあそういう仲間が入っ
てきても、もしかしたら？このDEIの私たち一人一人の考え
方がなければ、これは穴の開いたバケツで水をすくっている
のと、同じような形になっていってしまうんではないのかな
と言う風に思います。ぜひこのことを皆さんと考えればとい
うふうに思います。参加者の積極的な関わりということで、
大きく四つぐらいのテーマがあるというふうに思います。ク
ラブの会員の積極的な参加を私たちクラブとして、やはり支
援して行く必要があると言われるかなというふうに思います。
それには私たちクラブのビジョンが地域社会のニーズにしっ
かりと合っているのかどうか。私たちクラブは自分たちが好
きなようにやってればいいというクラブではなくて、私たち
がロータリーとしてロータリアンとして活動していることが、
本当に地域社会に合ってるのかどうか、そして地域社会のふ
さわしい持続可能な、もう一つは測定可能な活動を本当に私
たちは、この地域の中でしているのかどうかっていうことが
大切だと思います。私たちのロータリーでご飯だけ食べに来
てるわけではなくて、本当の意味で、まあ最後は自分の成長
のための奉仕活動、言ってもいいと思いますけれども、こう
いうものを一つ考えていく必要があるというふうに思います。
もう一つは価値を提供する為の参加者中心のアプローチいう
ことです。これはクラブ会員全員が参加できる方式、全てが
一緒になって参加できる奉仕活動であって、その活動が効果
を測定できるというのは、決して自己満足だけではなくて多
くののロータリアンもしくはそれ以外の人から見てもこうい
う活動しているんだねと言うことをしっかりとと見てもらえ
るようなクラブ運営というものが、やはりクラブにとって必
要だと言う風に思います。あと、もう二つですね。個人的も
しくは職業的な繋がりを築く新たな機会をちゃんと作ってい
るだろうかと言うことです。私たちロータリーというのは、
本来は１業種１名という中での職業的なつながりを大切にし
ようという考え方でありました。今はこれはもう無くなって
しまいましたけれども、やはり私たちやっている中では職業
分類に基づいた多様な会員構成というのが必要になってない
か？まあ、同じ業種の人だけで集まってるロータリーではな
くて、色々な業種の人が集まる業種が違うからこそ、いろい
ろなざっくばらんな相談話ができると言うことでありますし、

お互いの職業上のメリットもそこのところにあるんではない
かなというふうに思います。それによってバランスの取れた
先程から言っている年齢構成、また女性会員数というものを
外に出てくるのかなというふうに思います。最後にリーダー
シップの育成及びスキル研修の機会をちゃんと与えているだ
ろうかということです、マイロータリーを見ますとラーニン
グセンターというのがあります。皆さん是非登録してくださ
い。この中にはいろんなロータリーの情報があります。是非
それを皆さん見ていただいて、いろいろロータリーについて
書いてありますので、勉強されるのも必要だと言うふうに思
います。あとクラブにおいては、若い世代の登用とできれば
地区委員への出向をしていただきたい、一つには役が人をつ
くるという考え方もあると言う風に思います。ええ色々なや
っぱりもちろんあの才能のある人でその役をどうしてもお願
いしたいと言う役もありますけども、クラブの中でもできれ
ば多くの人が多くの役をしっかりと努めることによって、ひ
とりひとりのやはりリーダーシップというものをしっかりと
このクラブの中で育成できる。だからこそしっかりと参加し
ていかなくちゃいけないんだという自覚を持っていただくと
いうことが大事なんではないかなと言うふうに思っています。
なるほど、よく言う元気なクラブ、効果的なクラブっていう
のは何なんだろうかっていうことを改めて考えてみますと今
お話ししたような会員基盤をしっかりと維持して増大できる
クラブというのは元気なクラブです。それとやはり地域社会
や他国外国とのプロジェクトをしっかり実施できる私たちは
何でもやってるけれども地域の例えば、いろんな活動をあん
まりしてないよとか、外国っていうのはなかなかちょっとハ
ードルがあるかもしれませんけれども、今、地域の財団の中
でも色々とこれをやっております。ですから、地域社会や他
国とのプロジェクト、しっかりとやはりクラブ全体で見てい
く必要があるんじゃないかなと思います。これはちょっと手
前味噌で申し訳ないですけれども。財政支援奉仕活動を通じ
てロータリー財団をしっかりと支援していただきたいと言う
ふうに思います。ロータリー確かに自分たちのクラブの奉仕
だけだというふうに言われるクラブもあります。実は地区で
もこういう地区が結構あるんですね。あのう千葉とか山形だ
とかっていうのは、ちょっとあまり財団に対して否定できる
ところを実はありまして。まあ、そういうクラブもクラブと
いう地区がクラブの中でしっかりと財団も含めたロータリ活
動やれるということが大事だというふうに思います。そして
もう一つは、クラブレベルを超えてロータリーいうところで
活躍できる指導者をぜひつくっていっていただきたいと言う
ふうに思います。まあ、先程の地区委員への出向もちろんそ
うですけれども、ぜひ多くの皆さんがいろいろ地区の役割を
持っていただいて、またクラブの中で見るロータリーという
物の景色と、地区に行っての景色っていうのは全然違います。
まあ、自分はちょっと、日本のあっちの方に地域リーダーと
いう形で。入ってるんですけれども、まあそれは全然違うと
言えば違うんですけれども、こういう少なくともまず皆さん
にとってみたら？地区をぜひ皆さん経験していただいて、あ
のこの次の北ロータリークラブからぜひガバナーを皆さんで
作って、次の世代をこの地区を支えていけるメンバーを作っ
ていっていただきたいと言うふうに思っています。

　丁度いい時間だというふうに思います。どうもありがとう
ございました。


